
上原記念生命科学財団のご支援を賜り、2025年4月より米国
マイアミ大学シルベスター総合がんセンター(University of 
Miami, Sylvester Comprehensive Cancer Center)に留学さ
せていただいております、玉井翔と申します。

当該がんセンターは米国南端に存在するNational Cancer 
Institute (NCI)です。 その起源は医学部で誰もが一度は耳に
する、パパニコロウ染色を開発したDr. George Papanicolaou
がPapanicolaou Cancer Research Instituteを設立したことに
始まり、毎日その銅像を拝みつつ通勤しております。 マイアミ大
学は2025年で設立100周年の節目を迎え、多くの式典が行わ
れました。 新たな研究棟や病院も複数増築されており、同大学
が歴史を重んじつつも絶えず変革し続けていることを感じてい
ます。 施設内にはヤシの木やカジュマルといった、日本ではな
かなか目にしない南国の植物が多数植えられており研究棟間
の移動も目の保養になっています。

私が所属するProf.  Iavarone, Prof.  Lasorellaラボはコン
ピューター解析を行う「ドライラボ」と「ウェットラボ」を有する、
国際色豊かな研究チームです。 メンバーはPh.D.が大多数と私
にとってはじめての環境であり、研究一筋の彼らからみた脳腫
瘍は臨床と研究を行ってきた私には新鮮で日々刺激を受けて
います。

多種多様なバックグラウンドを有するメンバーには今まで当た
り前だと考え、疑問にも抱いてこなかった脳腫瘍研究に多くの
課題・可能性があることに気づかされました。 現在、膠芽腫
(Glioblastoma)の独自のサブタイプ分けに基づいた再発形式
および治療方法の確立に関する研究をはじめ、当該研究室が
第一線に立つ脳腫瘍におけるFGFR3-TACC3融合遺伝子変異
に関する研究などに従事しております。

マイアミは全米でも人口増加率が高く、多数のビルが建設ラッ
シュのさなかにあり街に活気があります。 春の桜や冬の雪が恋
しくなることもありますが、一年を通して温暖で冬でも過ごしや
すい都市です。 そんな気候もあってかマイアミ市民は明るく気
さくですが南米が近いこともあり、日常会話の多くは英語では
なくスペイン語であることなど実際に生活する中で多くの発見
があります。 特に街中では多数の野生のニワトリやイグアナが
闊歩し、高層ビル間を流れる川にはワニ注意の標識があり、そ
の川を覗くと野生のマナティが悠然と泳ぐような、自然と都会の
喧騒が入り混じる独特の景観には日々驚いています。

末筆ではございますが、このような貴重な機会を与えてくださ
いました上原記念生命科学財団の皆様に心より感謝申し上げ
ます。 今回の経験を活かし、今後も研究および臨床の面から社
会に貢献できるよう一層精進してまいります。 

私は、アラバマ州バーミングハムに留学しました。 きっと皆さん
は「アラバマ州ってどこ？」「バーミングハムってイギリス？」と思
われるかもしれません。 アラバマ州は、アメリカ合衆国南部のや
や東寄りに位置する州で、バーミングハムはその中で2番目に大
きな都市です。気候は日本の九州地方に近いです。 バーミング
ハムは鉄鋼の町として栄えた町で、特に有名な観光地があるわ
けではない、小さな町です。ビールのブルワリーがたくさんあり、
様々なクラフトビールを楽しめる点はとても気に入っています。

そんなアラバマですが、実は日本人が意外と多く住んでいます。
近くにあるハンツビルという町は工業が盛んで、自動車会社など
の日系企業が多く進出しており、駐在員の方もたくさんいます。
私が留学したアラバマ大学バーミングハム校（UAB）にも、日本
人の臨床医やポスドクが20人ほど働いています。 また、JASA

（Japan-America Society of Alabama）という団体があり、定期
的に日本に関連したイベントが開催されています。 さらに、バー
ミングハムの植物園には日本庭園があり、春には桜が満開にな
ります。 思っていた以上に日常の中で日本を感じられる環境で
あり、新しい土地に慣れるうえでとても助けられました。

私は、UABのヒーシンク医学部・精神医学・行動神経生物学部門
にある丹羽研究室に留学しました。 丹羽研究室は、丹羽美苗先
生とポスドク2名というとても小さなラボですが、加野研究室とラ
ボを共有しているため、多国籍の同僚とにぎやかな雰囲気の中
で研究に取り組んでいます。 研究活動自体は日本とあまり変わり
なくスムーズに適応できたのですが、多国籍の研究者と一緒に
働く中でコミュニケーションの取り方には苦労しました。 例えば、
朝最初に会ったら “How are  you?”  や “How was your  

weekend?” といった会話から始めないと話が進まないことに戸
惑いました。 日本では仕事の場で自分のプライベートについて
朝一番から話すことはあまりないですよね。 また、ネガティブな
ことも含めて思ったことをはっきり伝えるというのも、適応するま
で時間がかかりました。 日本人同士では、言わなくてもなんとな
くわかる共通認識のようなものがあると思います。 その前提が
ない中で自分の考えを主張していくというのは、自分の幼少期よ
り身についた考え方を意識的に変える必要がありました。 しか
し、時間を経るうちに相手も私の考え方を理解してくれるように
なり、今では仲の良いラボメートです。 わからないから黙るので
はなく、へたくそな英語でも構わないから自分の考えを伝える、
ということが非常に大切であることを学びました。

仕事の後や休日には、特に娯楽がないこともあり、大学のジムに
行き、ステップダンスのクラスに参加したり、ピックルボールやバ
レーボールをしたりと、とても健康的な生活を送っています。 ま
た、沖縄空手のクラスにも参加しており、アメリカ人の先生から英
語で空手を習うのは少し不思議な感覚でした。 日本にずっと住
んでいたら空手をしようと思い立つことはなかったと思います
が、アメリカに来たことで日本の伝統的なものにより興味が出る
ようになりました。

また、アメリカに来て特に面白いと感じたことは、「違うことが普
通」であるという感覚です。 日本では宗教を意識する機会も少な
く、外見や生活スタイルも比較的似ているため、少しの違いが目
立ち、「みんなと同じであること」が安心につながる場面が多いと
感じていました。しかしこちらでは、宗教、人種、食生活などが実
に多様で、むしろ違っていて当たり前、同じである必要はない、と
肌で感じます。 印象的だったのは、自宅でランチパーティーを開
こうと友人を招いた際、ハラル、ベジタリアン、ケトジェニックダイ
エットの人が集まり、アルコールを含む醤油、お肉、炭水化物を
使わない料理をそれぞれ用意する必要があったことです。 準備
は大変でしたが、日本ではなかなかできない経験でしたし、こん
なに違う食文化でも同じ料理をおいしいと感じられることは面
白いなあと感じました。

最後になりますが、この一年留学する機会をいただき大変貴重
な経験をさせていただきました。 ご支援いただきました上原記
念生命科学財団やこれまで支えてくださったすべての方々に感
謝いたします。 幸いなことに、もう少しUABでの研究を続けるこ
とができます。 日本及び世界の精神神経科学分野の発展に貢献
する人材となれるように、引き続き精進して参ります。
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